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発
第

市
町
村
長

様
式
第
38号

回

保
護
施

月
  
日

設
変
更
届
書

昭
和

鳥
取
県
知
事

昭
和
  
年
  
月

届
出
し
ま
す
。

日
付
受
厚
第
  
号
を
も
つ
て
設
置
認
可
に
な
つ
た

記

施
設
を
下
記
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で

1保
護
施
設
の
名
称
及
び
種
類

2,建
物
そ
の
他
設
備
の
規
模
及
び
構
造

3事
業
種
別

4取
扱
定
員

5事
業
開
始
の
予
定
年
月
日

6経
営
の
責
任
者
及
び
保
護
の
実
務
に
当
る
幹
部
職
員
の
氏
名
及
び
経
歴

7
経
理
の
方
針

調
製
上
の
注
意

1変
更
し
よ
う
と
す
る
項
目
に
つ
い
て
の
み
旧
計
画
及
び
新
計
画
を
併
記
す
る
こ
と
。
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二

為

，ご　●篠メ

一

改ヽヽ

■
__:_主

t_奉
暴

′ヽ

一　ザ

・
日

殿

餃卜召〇〇

発
第

昭
和
 '年
  
月

鳥
取
県
知
事

昭
和
  
年
  
月
  
日
受
厚
第

で
認
可
下
さ
る
よ
う
申
請
し
ま
す
。

1保
護
施
設
の
名
称
及
び
種
類

2寄
付
行
馬
、
定
数
そ
の
他
の
基
本
約
欺

3建
物
そ
の
他
の
設
備
の
規
模
及
び
構
造

4事
業
種
別

5取
扱
定
員

6事
業
開
始
の
予
定
年
月
日

7経
営
の
責
任
者
及
び
保
護
の
実
務
に
当
る
幹
部
職
員
の
氏
名
及
び
経
歴

8経
理
の
方
針

調
製
上
の
注
意

様
式
第
34号

保
護
施
設
変
更
認
可
申
請
書

法
人
の
名
称
及
び
代
表
者
氏
名

号
を
も
つ
て
設
置
認
可
を
受
け
た
    

施
設
を
下
記
の
よ
う
に
変
更
致
し
た
い
の

記

1変
更
し
よ
う
と
す
る
項
目
に
つ
い
て
の
み
旧
計
画
及
び
新
計
画
を
併
記
す
る
こ
と
。
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様
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保
護
施

台
帳

朝一釧
所一　一　一所

２務一　あ一務

者一縛一　一者一導

な一　一　一な

表一主一　一表一主

の一　一　一の

代一人一　一代一人

法一　一　一法

∃一一習

名一鉾紅一名一勢紋

人す三人す

法入Ｉ法入

名
称
及
び
種

事業の内容

(電
話
局
番
′

(電
話
局
番
)

創
設
年
月
日

事
業
開
始
年
月
日

|

崎卜召〇〇

名
 1 
生
年
月
日
 1 
有
給
無
給
の
別
 |

主
な
る
経
歴

|́

額一額

年一年

坪一料一災料

建一　一険

工借一火保
図＞
置り
配通
のの
物紙
建別

の模造

物
建規構

建
物
及
び
敷
地

数
量
1設
牢
名
1数
量
1設
備
名
1数
 
量

||
||
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名
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様
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保
護
施
設
蜃
業
緒
歩
報
告
(通
知
)書

休
 
止

昭
和
  
年
  
月
   
日
               

市
 
町
 
村
長
       

圃

曼警
暑
籍嚢
)            

殿
 廃 止

私
の
所
管
す
る
保
護
施
設
を
下
記
の
よ
う
に
事
業
を
縮
少
し
た
の
で
生
活
保
護
法
施
行
規
則
第
七
條
(第
八
條
)の
規
定
に
よ

り
報
告
(通
知
)致
し
ま
す
。      

記
1保
護
施
設
の
名
称

2位
     

置
廃
 
止

3課
業
縮生
の理
由                                

ト
廃
 
止

4課
業
縮
土
年
月
日

5牧
容
被
保
護
者
の
処
置
に
つ
い
て
                

。

6財
産
処
分
の
方
法
に
つ
い
て

調
製
去
?注
戸
内
は
生
活
保
護
法
施
行
規
則
第
八
條
の
区
域
外
に
設
置
し
た
保
護
施
設
を
廃
」 L又
は
休
止
Lた
場
合
の
要
領
を
示

す
も
の
で
あ
る
こ
と
。
筒
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合
財
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処
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の
方
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に
つ
い
て
は
省
略
し
て
よ
い
こ
と
0
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